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反射法地震探査より得られた速度構造を初期密度モデルとした重力異常
インバージョンによる由布院盆地密度構造

Density structure inferred from gravity CG inversion with initial density
model derived from velocity structure of seism
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中部九州で特徴的な構造である別府－島原地溝帯は，九州の構造発達を考察する上で非常に重要
な構造である．大分県湯布院の由布院盆地では，地下構造探査の目的で，南北測線による反射法
地震探査が行われた（由佐・他，1995）．反射法地震探査結果では，由布院盆地を埋める堆積
物や，表層地質に対応した火砕流堆積物による低速度層の存在が明らかになった．しかし，反射
断面全体としては，火山地域でSN比も低いこともあり，上述の特色と一部の深部反射面以外
に，明瞭な反射面は見られず，全体の地下構造は不明であった．一方，反射測線に沿って行われ
た重力探査の解析結果より，ハーフグラーベン構造が推定されている（楠本・他，1996；井上
・他，2004；井上・他，2006）．
 これらの解析結果は地下構造を多角形からなるポリゴンで近似し，ポリンゴン内は均一密度と
して各頂点の深度を変化させて地下構造を推定している（Talwani et al, 1959）．これに対し
て，地下構造を小さなブロックの集合体に分割して，各ブロックの密度を求める方法もある．こ
の方法では線形インバージョンに近似できるが，非制約条件下で解くとほとんど表層付近の密度
構造で観測値を説明しようとする．これを回避するために，深さ方向の重み付けによるアプロー
チが行われている（例えばNakatsuka and Okuma, 2009）．
 共役勾配（CG）法等の反復法でインバージョンを行う場合，得られる結果は初期モデルに依
存する．一般的に重力解析では，より現実的な地下構造を推定するために，反射法地震探査結果
やボーリングデータ等を参照し，また，直接これらの結果を組み込むジョイントインバージョン
も数多く行われている．本研究では，反射法地震探査結果から得られている速度構造を初期密度
モデルとしてCG法によりインバージョンを実施した結果，従来の研究で得られていると整合的
なハーフグラーベン構造の結果が得られた．
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